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抄 録

マメコガネ雌成虫の性フェロモンの構造

対掌体による雄の誘引阻寄

IdentificationoftheFemaleJapaneseBeetle

SexPheromone:InhibitionofMateResponse

byanEnantiomer.J.H.TUMLINSON,M.G.

KLElN,R.E.DooLITTLt:,T.L.LADDandA.

T.PROVEAUX,Sciemc,197,789(1977).

マメコガネJapanesebeetles(Po〆tll'aJ'abonica)

の処女雌より性フェロモンをが離しその化学構造を決

定した.

性フェロモンのサンプリングは3,000匹ほどの処女

雌を大型のPC用ガラス容器内で飼増し,侮朝出を他

の同じ容男別こ移し.飼育をおえた容節を30mtのベン

ゼンで3回洗う,さらに毎夕同様の班作をおこない新

しい窄掛 こはエサとして[)ンj'の締切を入れておく.

その洗牧を環め粗フェロモンを得その温度の表示法は

iemale･dayequivalent(FD)とした.

野外試験は 50-100FDに相当するベンゼン洗練を

ガラスのペトT)皿にとり,溶媒をとはした後それをゴ
ルフコースのフェアウエーなどに恐mすろ.それに対
して5分以内に誘引された蛾成山を救え.その数を同

区城内でカj'に入れた3匹の処女雌に対し同時関内に

誘引された印成虫の数と比恨する.という方法でおこ

ない叩耶の各段肝の77T;･靴はすべてこの方法でチェック

した.

上記の方法で岱めた机フェロモンをLCおよびGC

により粍争注し牲フェロモンを叩耶し,MS,lR,NMR

などの梯耶分析その他によ り (Z)or(E)-5-(I-Dec-

enyl)dihydro-2(3H)-(uranone と決p-i:した. 開化

令物は分子rfTfこ不朽炭窮郁子を持ちそれぞれ2つの対

罪体が存在するが.まずそれらをそれぞれラセミ況合

物として合成し.そのGC上の挙動を5印のカラムを

使って天然物と比柁したところZ休の Rtが完全に一

致した.しかし.Z体のラセミ況介物を拭っての野外

試験は印成虫を網引できなかった.そこでさらにZ,

ER.性体および飽和体と.それぞれのエナンチオマー

話r6和を立体特LTLT.的に令成した. R(-)Gulutamic

aicdより合成した (R,Z卜5-(1-Decenyl)dihydro-2

(3H)-Eurano.neの純品は処女雌および単耶したフェ

ロモンと同等の誘引力があった.しかるにこの (R,

Z)体の誘引力は1%程度の (S,Z)体の存在によ

りあさらかに阻害され.その度合は (S,Z)体の添

加量の増加とともに大きくなった.またE体および飽

和体の性フェロモンWl緑化合物は処女稚拙.Lll物巾に-rJ･;
在するが,それらの物Trの作:mははっきりしない.

(山岡砧平)

cH3(CH註 軒 ) -o

(R,i)-5-(l-Decenyl)dihydro-2(3日)-

furanone
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